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Abstract
　The book “Shu” is one of the books of Qin bamboo slips purchased by the Yuelu Academy 
in December 2007, and consists of about 220 slips. We are going to make translation and 
annotation of “Shu” in the same manner as our work on “Suanshu-shu,” that is, the very first 
procedure is to decipher the letters from photographs with the following investigation of the 
results from the mathematical and historical viewpoints.
　This is the third released article based on our research and results in which we studied the 
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訳：（八四）米より麦を求めるには、母を 2 倍して実を 3 倍する。
　　　　　　　麦より米を求めるには、母を 3 倍して実を 2 倍する。
　　　　　　　　粟より麦を求めるには、母を10倍して実を 9 倍する。
　　　　　　　　　麦より粟を求めるには、母を 9 倍して実を10倍する。
　　（八五）米より粟を求めるには、母を 3 倍して実を 5 倍する。







　　（八七）粺米より毇米を求めるには、母を 9 倍して実を 8 倍する。
　　　　　　　毇米より粺米を求めるには、母を 8 倍して実を 9 倍する。
　　　　　　　　稲米より毇粲米を求めるには、母を 3 倍して実を 2 倍する。
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のように「子」というが、ここでは「實」という。「 a 母 b 實」の形式がみられる
のは、『数』が初めてである。ここで「母」と「子」ではなく「母」と「實」の組
み合わせとなっているのは、換算前の穀物の量が分数のみならず、整数の場合もあ
ることを考えてのものか。「以X求Y、 a 母 b 實」とあるとき、X、Yの量をそれぞ
れ x 、 y とすると、同じ価値では x : y = a : b であり、したがって y = x × b ÷ a と






































































　　（1 8）（八四）簡から（八八）簡の前半までが「以X求Y、a 母 b 實」の形式の一群である。
後半は「X x 升為Y y 升」の形式をとり、（八九）簡以降に続いている。







































































訳：（八八）粟 1 升を米 3―5 升とする。
　　　　　　米 1 升を粟1 2―3 升とする。
　　（八九）米 1 升と 1―3 升は粟2
2―9 升である。
　　　　　　米 1 升と 1―3 升と
1―2 升は粟3
1―18升である。









　　（九〇）粟 1 升は米 3―5 升である。
　　　　　　　粟 1 升と 1―3 升は米
4―5 升である。
　　　　　　　　粟 1 升と 2―3 升は米 1 升である。
　　　　　　　　　粟 1 升 1―3 と
1―2 升は米1
1―10升である。
　　（九一）粟 1 升と 2―3 升と
1―2 升は米1
3―10升である。






















　　（九四）麦 1 升は米 2―3 升である。
　　　　　　　米 1 升は麦 1 升 1―2 升である。
　　　　　　　　糲米 1 升は粺米 9―10升である。
　　　　　　　　　粺米 1 升は糲米 1 1―9 升である。






　　（九六）米 1 升を毇米 8―10升とする。













































































































わ な い。 麦 少 半 升 は、 3 倍 し て 半 分 に す る と 半 升 に な る の で、 四 段 目 は
2×3÷2―9 =
3―9 のように求めたのであろう。（九三）簡にも全く同じ問題がある。
　　（3 3）（九三）簡前半は（九二）簡後半の 2 題と全く同じ問題である。前注（32）参照。
したがって、冒頭の 1 字は「麥」である。



























































































　　（九七）米より菽を求めるには、米を 3 倍して 2 で割る。





　　　　　　　　粺米より毇米を求めるには、粺米を 8 倍して 9 で割る。












　　　　　　　米より菽・荅・麦を求めるには、 3 倍して 2 で割る。





　　（一〇二）… 粺（を求めるには）、これを 3 倍して、 9 倍して…、 5 を一方に置いて之
を□倍して、法として割る。



























数を求めたい場合、粺米に 8 を掛けて 9 で割る。粺米の量数を求めたい場合、毇米























































































訳：黍粟23斗 6 升、重さ 1 石。水15斗、重さ 1 石。糲米20斗、重さ 1 石。麦21斗 2 升、重
さ 1 石。
　　粺米19斗、重さ 1 石。稷毇19斗 4 升、重さ 1 石。稲粟27斗 6 升、重さ 1 石。稷粟25斗、
重さ 1 石。
　　稲米19斗 2 升、重さ 1 石。
　　荅（小豆）19斗、重さ 1 石。麻26斗 6 升、重さ 1 石。菽（大豆）20斗 5 升、重さ 1 石。
注：（6 8）1 石は120斤。 1 斤は約256グラムである。秦漢期の120斤は約30.72キログラムに
なる。黍粟としては、［2］【13】「囷蓋」注（1）に、臨潼県新豊鎮出土の囷の明器で、
蓋に「黍粟囷」と書かれている例がある。重量一石の黍粟・麦・糲米・水の容積の
























名アサCannabis sativa L. クワ科。（略）中国でも紀元前数百年以上前に栽培され、
雄株を「菓麻」、雌株を「苴麻」と呼び分けていた」とある。
　　（76）「叔（菽）」は大豆。[29]注13参照。









訳：〔稲粟の〕体積が 3 尺2 2―5 立方寸は、 1 石。麦の体積が 2 尺 4 寸は、 1 石。
　　芻薪、積28尺は、 1 石。藁31尺は、 1 石。茅36尺は、 1 石。
注：（7 8）断簡の後に二字あるように見えるが、判別しがたい。計算によりこの二字は「稲
粟」であると考えられる。後注（80）参照。
　　（7 9）「三尺二寸五分寸二」は、体積を底面 1 尺四方の角柱に積み上げた高さで表現し
ている。「二寸五分寸二」は底面 1 平方尺×高さ2 2―5 寸=100平方寸×2
2―5 寸=240立
方寸を表すのであって、2.4立方寸を表しているのではない。よって「三尺二寸五










1 石の粟の体積は、底面 1 平方尺×高さ 2 尺 7 寸=100平方寸×27寸=2700立方寸で


















訳：…秶 1 石は（粟では）16 2―3 斗に当る。稲 1 石は（粟20斗に当る）……秶の 1 桶は稲の




























訳：稲 1 石は秶 1 石 2 斗となる。…稲100石は秶120石となる。
　　秶1000石は稲833石3 1―3 斗となる。稲1000石は秶1200石となる。
　　秶10000石は稲8333石3 1―3 斗となる。稲10000石は秶12000石となる。
注：（8 8）（一〇九）（一一〇）簡で述べられているように、秶 1 石は粟換算で16 2―3 斗であり、

















訳：…粟重さ 1 石が糲米 8 斗 2 升となった。問う、糲米 1 石（10斗）は粟にするとどれほ
どか。答えにいう、（粟）20 40―123斗が糲米 1 石（10斗）。












　　　 　本題の「粟一石」の意味は重量の 1 石の粟を表している。つまり容量にすれば
50―3 斗である。本来は容量
50―3 斗の粟から10斗の糲米が取得できる。ところがこの粟
の中には「粍米」も含まれているので、 8 斗 2 升の糲米が取得できるだけである。
もしこの「粍米を含んだ粟」がいくらあれば、糲米 1 石（10斗）が取得できるか。
























　　　 1 ．「十萬」の刻歯は、百の刻歯「 」の底部に「十」の刻歯が加えられ、
「 」となっている。
　　　 2 ．「百萬」の刻歯は、百の刻歯「 」の底部にさらに「百」の刻歯が加え
られ、「 」となっている。
　 　  3 ．「千萬」の刻歯は、百の刻歯「 」の底部にさらに「千」の刻歯が加え
られ、「 」となっている。
　 　  4 ．「萬萬」、即ち一億の刻歯は、百の刻歯形「 」の底部にさらに
「百」の刻歯が 2 つ加えられている。その形状は、並列「 」と直列
「 」と二つの場合が考えられるが、刻するのに便利な方を考えると、恐
らく前者（ ）であろう。
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